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大学図書館での過ごし方 ～digital native の皆さんへ～  

 

 

 

 現在の大学生世代は、digital native とも呼ばれています。ある辞書によると「生まれたとき、ま

たは物心がつく頃にはインターネットやパソコンなどが普及していた環境で育った世代」と記されて

います。これに対し、私の世代は digital immigrant と呼ばれています。つまり、生まれたころに、

IT（Information Technology）は普及していなかった世代です。IT は確かに我々に多くの恩恵をも

たらしました。しかし、digital immigrant の私からみると、様々な負の側面が存在すると思います。

IT を最大限に活用するための一つの方法として、図書館の利用を提案したいと思います。 

 図書館のメリットは 2 つあると思います。まず、静かな空間が提供されていることです。24 時間

365 日ネットに接続されている環境は、例えば、メッセージの着信音など、学習の障害になること

がよくあります。さらに静音効率を上げるためには、スマホの主電源を off にすれば、なおいいでし

ょう。特に学習の効率を上げたいときには、このように静かで、メッセージの着信音を気にしなくて

いい環境が最適です。このようなネットに接続されない時間は、digital native の皆さんには、たと

え 1 日 30 分であっても非常に有益な時間となるでしょう。 

2 つ目のメリットは紙媒体の書籍が豊富にあることです。スマホやパソコンなどの液晶画面からの

光はほとんどが、ブルーライトです。つまり、液晶画面を見るのは、LED 電球を見るのと同じであ

るということです。ある調査では 10 代日本人の 1 日平均スマホ使用時間は約 4 時間だそうです。

長時間のブルーライト暴露は視細胞に悪影響を及ぼすのみならず、深夜のスマホ使用は我々の健康に

深刻な悪影響を及ぼすことが指摘されています。つまり、スマホの適切な使用が求められています。

電子書籍もいいですが、図書館には、紙媒体の医学書、医学雑誌のみならず、新聞も多数取り揃えて

いて、ネットから得られない新たな発見があるかもしれません。また、同時に、これらの紙媒体を利

用している時間は眼をブルーライトから解放できます。digital native の皆さんには健康の観点から

もこのような時間が必要です。 

皆さんの学生時代は有限です。入学時の目標を達成するために、限られた時間を最大限に生かすた

めに、digital native の皆さんの学生生活の一部として是非図書館での利用をお勧めします。 

―巻頭言― 

 

図書館運営委員会副委員長 

 作業療法学専攻 岡田守弘 

https://kotobank.jp/dictionary/nipponica/988/
https://kotobank.jp/word/%E7%89%A9%E5%BF%83-619297
https://kotobank.jp/word/%E3%83%91%E3%82%BD%E3%82%B3%E3%83%B3-7347
https://kotobank.jp/word/%E4%B8%96%E4%BB%A3-87116
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私の推薦するこの１冊  

ＰＴ教員 久利 彩子 先生 推薦 

『放送大学教材 社会統計学入門』 

林拓也（著）／放送大学教育振興会出版／2018 年／￥3,132【請求記号：近日入荷予定】 

 

 

ST 教員 和田 英嗣 先生 推薦 

『かみさまは小学 5 年生』 

すみれ（著）／サンマーク出版／2018 年／￥1,296【請求記号 147 Ｓ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送大学は、誰でも学べる通信制の大学です。この大学の科目に、「社

会統計学入門」という科目があります。この授業では、「社会統計学入

門」が教科書になっています。この本は、放送大学の学生でなくとも購

入することができます。 

この本では、社会調査のデータと統計分析の考え方、データの基礎集

計について、などの内容が、とても丁寧でわかりやすい文章で書かれて

います。これらは、社会のさまざまなデータ化された情報の読み解き方

の基礎となるものです。分析の考え方や統計学的考え方に基づいたデー

タの加工の方法や、適切な図表とはどういったものかなどが、よくわか

ります。この本の特徴としては、数式はあまり出てこず、多くの説明が

言葉でなされていて、とてもわかりやすく読み進めることができるとこ

ろだと言えます。 

この本を知るきっかけになったのは電車の中の広告でした。以前から

胎内記憶について興味があり、その電車の中ですぐに Amazon で注文し

ました。 

お母さんのお腹に宿る前から世界を覚えているすみれちゃん。「赤ちゃ

んはみんな、お母さんを自分で選んでいる、というより誰がお母さんか

わかっている。」彼女はそう言います。そんな不思議そうな話ですが、と

ても心に響く作品であり、読んでいると本当に涙が溢れてきます。子ど

もから大人まで全ての人に読んでいただきたい本です。 

http://bookwebpro.kinokuniya.co.jp/imgdata/large/4763136828.jpg
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OT 教員 生水 智子 先生 推薦 

『わかりあえないことから   

―コミュニケーション能力とは何か―』 

平田オリザ（著）／講談社現代新書／2012 年／￥740【近日入荷予定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 推薦図書を募集しています 
図書館では、『私の推薦するこの一冊』として、推薦図書を随時募集しています。 

 

 

 

 
   

 

などなど、あなたの一冊をぜひ紹介してください。随時購入し、掲載していきます。 

実習先で、「自主的に行動するように」と言われる一方で、「なぜ報告・連

絡・相談ができないんだ？」と言われ、“一体どうしたらいいねん！！”とな

った経験はありませんか？ 

私自身も、学生時代に「自分ではやってるつもりなのに…（泣）」と悩むこと

も多くありました。そんな私が、実習に学生を送り出す側となった今、みな

さんにお勧めしたい本として思い浮かんだのがこの本です。 

上記の状況は、この本で言うコミュニケーションのダブルバインド（二重

拘束）に当てはまります。この二重拘束の正体は、話し手と受け手の間で起

こる、認識や価値観のズレにあり、つまりここでは、バイザーと学生の間で

「自主的に行動する場面」、「報告・連絡・相談が必要な場面」についての認

識が違っていることが考えられます。昨今、重要視される『コミュニケーシ

ョン能力』とは、「異なる価値観と出くわしたときに、物怖じせず、卑屈にも 

 尊大にもならず、粘り強く共有部分を見つけていくこと」と述べられていますが、難しそうですね。でも

この本のタイトルにあるように「わかりあえないこと」は、マイナスではなく、そこからスタートする、

むしろ、その“わかりあえなさ”こそがヒントであると、前向きにと捉えられれば、これから実習や社会

に出たときに、一つ乗り越えられる強さにつながるのではないでしょうか。 

 この本は、演劇の演出家で、且つ、大阪大学コミュニケーションデザインセンター教授でもある平田オ

リザ氏が、この「わかりあえなさ」を人間とアンドロイドを用いて、わかりやすく説明しており、そのズ

レを埋めるためのヒントが書かれています。 

皆さんが自分のコミュニケーションスキルを上げるためにも、また私自身も、教育の場で何ができるか

考えるためにも、もう一度読み直したいおすすめの一冊です。 

  人生を変えた一冊 

  心に残る一冊 

  何度も読み返した一冊 

  療法士として欠かせない一冊 

  専門分野がよくわかる一冊 

  国家試験に合格するための一冊 

  実習で役立つ一冊 

  論文書くならこの一冊    

 

http://bookwebpro.kinokuniya.co.jp/imgdata/large/4062881772.jpg
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 速報『第 2 回 生命を見つめる エッセー』学内表彰 

本学図書館では、文章を読むこと書くことに親しんでもらう目的で、日本医師会、読売新聞社主催の『生

命を見つめる エッセー』への応募を勧めています。今年は 5 名の応募者がありました。また、本学独自

の学内賞として、学長賞(賞状+副賞)と図書館長賞（賞状+副賞）を用意しました。厳正な審査の結果、学長

賞は OT3 年白木菜々実さん、図書館長賞は ST3 年山田美和さんがみごと受賞されました。おめでとうご

ざいます。（主催者の審査結果は 2019 年 2 月頃です。主催者の規定により、応募作品は未発表のものに

限るため、結果発表まではエッセーの内容を掲載できません。ご了承ください） 

9 月 27 日(木)学長室において、学内賞の表彰式が行

われました。  

授賞式では、亀井学長、小西図書館長より表彰状と副

賞が手渡されました。おめでとうございます！！ 

小西図書館長から講評 

 

今回は応募作品が前回に比べると少なく残念でした。その中でも最優秀作品は、事実の描写にと

どまらず、現実に接した心の機微をよく表現しています。 

 次点の作品は、軽いタッチで語りかけるように読者に迫ってきます。小説家も驚くような文章構

成で、よく工夫されています。 

 このコンテストは、本学の学生が文章を読むことさらには書くことの楽しみを見出してもらえる

期待を込めた取り組みです。応募した学生だけでなく、多くの学生が、生活の中で書物に親しんで

くれるよう切にお願いをしたい。 
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左から 

藤永桃佳さん「帰ってきたヒトラー」 

湊 美咲さん「コードブルー」 

長谷川さゆりさん「こんぺいとう」 

   谷口彩香さん「ディズニーのおもてなしの神様が教えてくれたこと」 

   白木菜々実さん「ねずみの騎士 デスペローの物語」 

   山田美和さん（欠席）「脳が壊れた」「されど愛しきお妻様」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 書 館 サ ポ ー タ ー 活 動 紹 介 

 第 1 回目の企画として、5 月に本学図書館サポーターのみなさんが、各自お勧めする本のポップを作

成しました。どれも個性あふれるステキなポップで、展示中は貸出が増えました。 

 図書館にあまり来ない人にも目に付くように、キャリアセンター前にも掲示しました。 

▲キャリアセンター前にも展示 

▲かなりの出来栄え 

 第２回目の企画として、９月に研究室訪問インタビューを行いました。 

 図書館サポーターが、先生の研究室を訪れ、お勧めの本やマンガ、本とのエピソードなどを取材しました。

泉華祭に展示するためポスターにしましたので、ぜひ「読書の秋」を満喫してほしいと思います。 
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③ キーワード等を入力する 

   医中誌で文献を集めよう 
 

         文献検索に欠かせないのが、医学中央雑誌（医中誌）というデータベースです。 

           約 7,000 誌の雑誌が収録されており、学内で検索できます。どうぞご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

① desknet’s のブックマーク→大学図書館

→「医学中央雑誌」をクリック 

 

② ログインをクリック 

⑥ ログアウト画面 

④ 検索結果画面 

こんな本もあります。 

ぜひご活用ください。 

⑤ 終了するときは、画面右上の終了ボタンを必ずクリックしてください。 

『わかりやすい医中誌 Web 検索ガイド』 

諏訪部直子・平紀子(著)／日本医学図書館協会／ 

2013 年 10 月／1800 円／請求記号 490.7 S 
 

検索事例が付いているので、分かりやすくなっています。 

医中誌を使う時の参考にしてください。 

 

卒論研究 

に必須 

http://3.bp.blogspot.com/-im0qM4wNqN0/UnXnNzQfGwI/AAAAAAAAaKU/BQHEjQ_qWSA/s800/kaden_PC.png
http://1.bp.blogspot.com/-1i4hmQz9kPo/UZM49_PdTRI/AAAAAAAASQ0/L4g921G1LZ4/s800/computer_woman.png
http://1.bp.blogspot.com/-Q5i4NJLeAnU/VbnRxzykrwI/AAAAAAAAwRY/QQWnDYcI_pI/s800/yakuzaishi_man_table.png
http://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-493122220X
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 図書館お勧めＤＶＤ（映画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 貸出ランキング上位の図書は年間を通して人気のため、貸出中の場合は予約することをおすすめします 

順

位 

貸出

回数 書   名 書 誌 情 報 

 16 カラー版筋骨格系のキネシオロジ－ 
所蔵冊数 4 冊 / Donald A.Neumann / 医歯薬出版 

2012 年 3 月 / 491.16 N 

2 14 病気がみえる V.7 脳・神経 
所蔵冊数 4 冊 / 医療情報科学研究所 / Medic Media 

2011 年 3 月 / 492 B 7 

3 12 極める変形性膝関節症の理学療法  
所蔵冊数 2 冊 / 斉藤秀之 / 文光堂/  

2014 年 5 月 / 494.77 S 

4 10 解剖学 標準理学療法学・作業療法学：専門基礎分野 
所蔵冊数 2 冊 / 野村嶬 他 / 医学書院  

2015 年 1 月 / 492.59 K 1 

5 6 臨床実践変形性膝関節症の理学療法  
所蔵冊数 2 冊 / 橋本雅至 / 文光堂  

2016 年 5 月 / 494.77 H 

 

 

 

 

 

 

 

働き盛りの主人公が突如「若年性アルツハイマー病」

と診断される。家族との大切な思い出や記憶が徐々

に奪われていく中、たとえ過去が失われたとしても、

夫婦二人で明日の記憶を作っていく感動の話題作。 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の遺産を手に入れるため、自由奔放な弟が自

閉症の兄と再会する。旅を通して次第に心を通わ

せていく兄弟愛のヒューマンドラマ。心温まる名

作です。 

視聴覚は館内閲覧のみとなっています。カウンターにて閲覧の手続きをして、 

パソコンコーナーにある DVD プレイヤーでヘッドホンを利用の上、閲覧してください。 

 

図書館には 540 タイトルの視聴覚資料が所蔵されています。 

今回は図書館おすすめの視聴覚をご紹介します。医療に関わりの深い映画ですのでぜひご覧ください！ 

明日の記憶 

荻原浩 原作    

堤幸彦 監督 

【分類記号】Ｄ200 

【蔵書番号】000028806 

レインマン 

バリー・レヴィンソン監督 

バリーモロー、ロナルドバス脚本 

【分類記号】Ｄ229 

【蔵書番号】000028835 

貸出ランキング 

1 

2018 年 4 月～2018 年 9 月 
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◎編集後記 

10 月に入りようやく朝夕涼しくなりました。今年は台風の発生数が多く、特に台風 21 号は、

ここ泉州地域にも非常に強い勢力で上陸しました。本学の学生寮でも停電や断水となり、一人暮

らしの学生さんは不安なときを過ごしたかと思います。日頃から防災意識をもって、対策などを

考えておくことが大切だと実感しました。 

さて今号は、読書の秋にぜひ図書館を利用してほしいという願いをこめて、教員の推薦図書、

学生サポーターの企画展示の様子、医中誌データベース、お勧めＤＶＤなどをもりこみました。

少し欲張りすぎてしまいましたが、どこかに興味をもって足を運んでもらえたら嬉しく思います。 


